
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

今
年
度
、
前
任
の
丸
山
好
夫
館
長
の
後
を
受 

け
、
公
民
館
長
に
就
任
し
ま
し
た
三
‐
一
組
の 

三
澤
で
す
。
昨
年
度
は
副
公
民
館
長
と
し
て
地 

域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
一
年
間 

の
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
館
長
と
し
て
微
力

な
が
ら
一
年
間
の
任
務
を
務
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

公
民
館
及
び
そ
れ
に
類
す
る
施
設
は
、
全
国
的
に
約
一
万
六
千
館
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
図
書
館
や
博
物
館
な
ど
の
文
化
施

設
よ
り
は
る
か
に
多
く
、
海
外
に
相
当
施
設
は
あ
ま
り
な
く
、
日
本
独

特
の
施
設
の
よ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け
日
本
及
び
地
域
に
と
っ
て
意
味
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
お
隣
の
方
の
名
前
も
顔
も
知
ら
な
い
な
ど
、

地
域
住
民
の
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
る
昨
今
、「
公
民
館
」
と
い
う
施
設

や
活
動
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。 

 

七
日
市
場
地
区
の
公
民
館
活
動
に
は
、「
文
化
部
」「
体
育
部
」「
生
活

産
業
部
」「
女
性
部
」
の
４
つ
の
専
門
部
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
部
の
活
動

も
地
域
の
皆
さ
ん
の
文
化
・
健
康
・
生
活
の
向
上
や
親
睦
な
ど
を
目
的

と
し
て
お
り
、
今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
行
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
地
域
が
活
性
化
し

地
域
の
皆
さ
ん
の
繋
が
り
や
交
流
の
幅 

が
広
が
れ
ば
と
願
い
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
度
新
た
に
副
公
民
館
長 

と
し
て
小
笠
原
英
行
さ
ん
が
就
任
し
ま 

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

こ
の
四
月
か
ら
代
表
区
長
に
な
り
ま
し
た 

七
‐
四
組
の
平
林
で
す
。 

一
年
目
に
、
農
政
・
防
犯
担
当
区
長
を
さ
せ 

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
代
表
区
長
の
奮
闘 

ぶ
り
を
日
頃
か
ら
見
さ
せ
て
頂
き
、
そ
の
職 

務
の
多
忙
さ
と
重
大
さ
が
嫌
と
い
う
程
わ
か
り
ま
し
た
。
果
た
し
て

私
に
こ
の
職
務
が
で
き
る
の
か
と
不
安
で
一
杯
で
す
が
、
七
日
市
場

が
少
し
で
も
安
心
で
住
み
良
い
地
域
で
あ
る
よ
う
、
上
野
区
長
、
橋

澤
区
表
、
中
條
区
長
と
一
丸
と
な
り
、
こ
の
重
責
を
全
う
し
よ
う
と

気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
最
近
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
も
「
地
震
発
生
の
ニ
ュ
ー
ス
」

が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
日
本
列
島
の

至
る
所
で
地
震
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
が
出
て
い
る
の
を
見
て
、

こ
こ
安
曇
野
市
で
も
い
つ
地
震
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
改

め
て
危
機
感
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
七
日
市
場
区
に
お
い
て

は
、
例
年
、
十
一
月
に
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
方
々
が
参
加
し
て
頂
き
お
互
い
の
意
思
確
認
、
啓
発
等
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

各
ご
家
庭
に
お
き
ま
し
て
も
、
是
非
、
防
災
用
品
等
を
準
備
す
る

こ
と
は
勿
論
い
ざ
と
い
う
時
に
「
支
え
合
い
、
助
け
合
い
」
の
気
持

ち
が
発
揮
で
き
る
よ
う
、
常
日
頃
か
ら
隣
近
所
の
皆
様
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
区
民
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

 

 

ふれあい なのかいち Vol.１６ No.１ 第４５号２０１７年７月１６日 

1 ふれあい なのかいち 

公
民
館
長
就
任
の
挨
拶 

 

七
日
市
場
地
区
公
民
館
長 

三
澤 

祐
司 

代
表
区
長 

平
林 

敬
史 

「
代
表
区
長
と
し
て
」

 

副公民館長 

小笠原英行さん 



  

 

こ
の
度
、
今
期
の
地
区
館
内
で
の
代
表
と
し

て
、
大
役
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

 
地
域
の
様
々
な
行
事
を
怪
我
や
事
故
が
無
き

様
、
微
力
な
が
ら
体
育
部
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
盛

上
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
が
広
が
る
役

割
と
し
て
御
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
ま
す
。 

 

部
の
活
動
や
行
事
運
営
に
部
員
一
同
全
力
で
務

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
行
事
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
御
協
力
の
程
、
宜
し
く

御
願
い
致
し
ま
す
。 

  

副
部
長
（
会
計
）
四
‐
五 

 

宮
下 

恵
子 

 

副
部
長
（
編
集
）
一
‐
七 

 

牛
越 

克
子 

 

「
今
期
の
役
割
に
向
け
て
」 

 
 
 
 
 
 

体
育
部
長 

 

柴
田 

正
文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい なのかいち Vol.１６ No.１ 第４５号 ２０１７年７月１６日 

「
文
化
部
長
に
な
っ
て
」 

 
 
 
 
 
 
 

文
化
部
長 

 

林 

文
子 

２ ふれあい なのかいち 

「
女
性
学
級
に
参
加
し
て
」 

 
 
 
 
 
 

二
‐
六 

 

丸
山 

紀
代 

 

 

五
月
二
十
八
日
、
女
性
学
級
が
あ
り
、
「
太
極

拳
」
教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。
女
性
学
級
に
参
加

す
る
の
は
、
久
し
ぶ
り
で
し
た
が
、
先
生
方
の
指

導
の
元
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
、
ゆ
っ
た
り
全
身
を

使
い
な
が
ら
動
き
、
日
頃
の
運
動
不
足
も
解
消
さ

れ
、
体
が
軽
く
な
る
の
が
分
か
る
程
で
し
た
。 

あ
っ
と
言
う
間
の
二
時
間
で
、
と
て
も
さ
わ
や

か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
日
々
、
体
を
動
か

す
事
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
是
非
、

ま
た
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

太極拳教室（女性部） 
【2017 年 5 月 28 日】 

 

一
月
の
最
後
の
部
会
、
一
緒
に
い
た
息
子
が

ク
ジ
を
引
い
て
、
部
長
に
当
た
り
び
っ
く
り
。 

 

そ
し
て
い
ざ
引
き
継
い
で
み
た
ら
、
部
長
の

仕
事
の
多
さ
に
ま
た
び
っ
く
り
。
考
え
て
み
る

と
、
敬
老
会
と
夏
祭
り
の
企
画
運
営
が
大
変
じ

ゃ
な
い
は
ず
は
な
い
。
あ
ら
た
め
て
、
部
長
と

し
て
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
が
楽
し
か
っ
た
、
ま
た
参
加
し
た
い

と
思
え
る
行
事
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

  

副
部
長
（
会
計
）
一
‐
十
一 

井
上 

智
裕 

 

副
部
長
（
編
集
）
四
‐
二 

 

奥
山 

悟 



  

張替え後 

張替え前 
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「
女
性
部
長
就
任
挨
拶
」 

女
性
部
長 

 

市
川 

登
美
恵

 
 

３ ふれあい なのかいち 

今
年
度
、
女
性
部
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
市
川
で
す
。 

 

今
ま
で
、
子
供
の
行
事
し
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
使
用
し
た
事
が
な
い
程
、
地
域
と
の
交
流
が
な

か
っ
た
私
で
す
が
、
役
員
の
方
々
、
部
員
の
方
々

と
協
力
し
て
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

不
慣
れ
な
た
め
、
至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。 

一
年
間
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

副
部
長
（
会
計
） 

七
‐
五 

黒
岩 

愛 

副
部
長
（
編
集
） 

三
‐
十 

丹
間 

あ
ゆ
み

「
生
活
産
業
部
長
就
任
挨
拶
」 

生
活
産
業
部
長 

 

丸
山 

育
子 
 

今
年
度
、
生
活
産
業
部
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
丸
山
で
す
。 

不
慣
れ
で
不
安
ば
か
り
で
す
が
、
部
員
の
皆

様
、
地
域
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
一
年
間
務
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

生
活
産
業
部
で
は
今
年
も
九
月
に
「
暮
ら
し
の

セ
ミ
ナ
ー
」
、
十
二
月
に
「
し
め
縄
講
習
会
」
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
し
め
縄
講
習
会
に
は

毎
年
参
加
し
て
下
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
好

評
を
得
て
い
ま
す
。 

初
め
て
の
方
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

副
部
長
（
会
計
） 

五
‐
三 

逸
見 

麻
紀 

副
部
長
（
編
集
） 

二
‐
四 

逸
見 

直
則 

本
年
度
の
諏
訪
神
社
例
祭
も
に
ぎ
や
か
に
楽

し
く
奉
納
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

そ
し
て
長
年
の
懸
案
だ
っ
た
祭
り
に
欠
か
せ

な
い
大
太
鼓
牛
革
の
両
面
張
替
え
と
胴
の
修
理

を
氏
子
の
皆
様
の
意
向
を
踏
ま
え
て
行
い
ま
し

た
。 神

が
宿
る
と
云
わ
れ
る
長
胴
の
内
側
に
は
昭

和
三
十
三
年
、
今
か
ら
五
十
八
年
前
に
第
三
回
の

張
替
え
が
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
、
さ
ら
に
大
太
鼓

の
新
調
時
期
は
、
江
戸
時
代
で
あ
っ
た
と
記
録
か

ら
推
測
さ
れ
ま
す
。 

歴
史
の
重
み
を
感
じ
つ
つ
地
区
の
文
化
財
と

し
て
今
後
も
大
事
に
保
存
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
歴
史
を
語
る
大
太
鼓
」 

祭
り
ば
や
し
保
存
会
会
長 

三
澤 

鑛
一 

 
 

 

 



  
 

「
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
に
参
加
し
て
」

 
 
 
 
 
 
 

一
‐
五 

 

宮
坂 

鋭
夫 

 

深
緑
の
中
今
回
の
大
会
は
高
松
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場
に
て
行
な
わ
れ
参
加
し
ま
し
た
。
ア
カ
シ
ア

の
花
が
散
っ
て
一
面
白
い
絨
毯
の
上
で
和
気
あ
い

あ
い
の
中
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
マ
レ
ッ
ト
は
適
度
の
運
動
と
健
康
作
り

に
又
起
伏
コ
ー
ス
を
読
ん
で
回
る
頭
の
体
操
に
も

な
る
し
最
適
な
ス
ポ
ー
ツ
と
思
い
ま
す
。
特
に
七

日
市
場
は
マ
レ
ッ
ト
人
口
が
少
な
い
の
で
大
勢
の

方
に
マ
レ
ッ
ト
を
勧
め
ま
す
。 

 

役
員
の
方
の
御
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
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「
七
日
市
場
地
区
敬
老
会
」 

 
 
 
 
 
 

文
化
部
副
部
長 

 

奥
山 

悟 

 
六
月
十
八
日
、
文
化
部
二
大
イ
ベ
ン
ト
の
敬
老

会
が
、
七
日
市
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
四
十
名
の
方
に
御
出

席
し
て
頂
き
、
落
語
や
手
品
、
宴
会
で
の
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
で
、
懇
親
を
深
め
て
頂
け
た
事
と
思
い
ま

す
。 

 

休
日
の
と
こ
ろ
、
朝
か
ら
準
備
や
運
営
ま
で
、

文
化
部
員
の
方
、
そ
れ
に
携
わ
っ
た
関
係
者
の

方
々
皆
様
の
御
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
無
事

開
催
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

４ ふれあい なのかいち 

「
筋
肉
痛
に
は
な
り
ま
す
が
」 

 
 
 
 
 
 

四
‐
七 

 

松
山 

香
絵 

 

 

最
初
は
人
数
合
わ
せ
で
し
た
。
聞
い
た
事
も
、

見
た
事
も
な
い
ス
ポ
ー
ツ
『
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら

ば
～
る
バ
レ
ー
』
。
な
ん
と
な
く
、
バ
レ
ー
の
よ

う
な
物
な
ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
感
じ
で
し
た
。 

 

が
、
し
か
し
や
っ
て
み
る
と
な
ん
と
楽
し
い
。

す
っ
か
り
は
ま
っ
て
し
ま
い
、
今
回
で
三
回
目
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。
普
段
は
な
か
な
か
出
せ
な

い
大
声
も
出
せ
て
、
気
持
ち
も
ス
ッ
キ
リ
で
す
。

し
か
も
親
睦
を
深
め
る
事
も
で
き
る
。
よ
り
多
く

の
人
が
参
加
で
き
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

冬季スポーツ大会（体育部） 
【2017 年 2 月 19 日】 

敬 老 会（文化部） 
【2017 年 6 月 18 日】 

マレットゴルフ大会（体育部） 
【2017 年 6 月 4 日】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 

 
 
 

 

８月 

１４日 夏祭り盆踊り大会（文化部） 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 
 

平成２９年度 七日市場公民館 年間行事予定表 

～～ みなさんお誘いあわせのうえ、ご参加ください！ ～～

６月 ４日 マレットゴルフ大会（体育部）

１６日 ワンバウンドふらば～るバレーボール大会（体育部）

詳細案内と募集は、回覧板でご連絡いたします。 

４日 三郷公民館・芸能発表会（文化部）

５日 女性学級教室（女性部）

１９日 人権講習会（総務）

１月２１日 卓球大会（体育部）

１１月 

１月・２月 

７月 

５月２８日 太極拳教室（女性部）

 
公民館長 三澤祐司 3-1 
副公民館長 小笠原英行 1-6 
主 事 宮坂隆二 7-2 

公民館三役 

部長 柴田正文 8-3 
副部長 牛越克子 1-7 
副部長 宮下恵子 4-5 

体育部 

部長 市川登美恵 1-4 
副部長 丹間あゆみ 3-10 
副部長 黒岩 愛 7-5 

女性部 
 

部長 林 文子 7-4 
副部長 奥山 悟 4-2 
副部長 井上智裕 1-11

文化部 

５月・６月 

２０日 夏季公民館対抗スポーツ大会（体育部）

６月１８日 敬老会（文化部） 

３０日 盆踊り講習会（文化部） 

 
 
 

９月 

１０日 生活に役立つセミナー（生活産業部）

２月１８日 冬季公民館対抗スポーツ大会（体育部）

 
 

１２月 

１０日 しめ縄作り講習会（生活産業部）

部長 丸山育子 4-1
副部長 逸見直則 2-4
副部長 逸見麻紀 5-3

生活産業部
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６
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ふ
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あ
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１０月 

２１日 三郷公民館・文化産業展（生活産業部）

２２日 三郷公民館・文化産業展（生活産業部）

２２日 三郷市民運動会（体育部）



   七日市場地区 サークル活動のご案内 
～～ いっしょに学びと交流の輪を広げましょう！ ～～ 

グ ル ー プ 名 例   会 会  場 人数 連絡先（代表者 電話） そ の ほ か 

みやび会 
総会 3 月.（役員の選出） 

敬老の日の祝賀会 9 月 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ-他 70 名 松尾 栄 77-5346
親睦旅行年２回（春・秋）、マレットゴ

ルフ大会、教養講座講演会、他との交

流会、社会奉仕活動 

大 正 琴 
毎月 第 2 第 4 火曜日

（PM1:30～PM3:30） ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ- 4 名 三澤えみ子 77-3338 老人クラブと共にボランティアに参加 

詩 吟 の 会 
毎週 水曜日 

（PM7:30～PM9：30） ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ- 4 名 丸山孝雄 77-5323
昭和60年 3月 詩吟のサークルとして

誕生、芸能発表会、毎年参加 

七日市場踊りの会 
（三郷音頭保存会） 

毎週 火曜日 PM8:00～ 三郷公民館 3 名 丸山晴子 77-5328
あづみの里夏祭り、三郷芸能発表会、 

ふるさと夏祭り参加 

七日市場安曇盆唄保存会 
年間を通して数回の会合

と練習 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ- 41 名 松尾守良 77-5341
市老連芸能発表会出演、 

公民館夏祭り参加 

七日市場の歴史を学ぶ会 月に 1 回ほど ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ- 
現場 

47 名 丸山政憲 77-5266
歴史学習会、研修旅行、涅槃会、神社例祭時の活

動参加、地区生徒会の学習支援 

祭りばやし保存会 毎月 第 3 土曜日 PM7:30～ 七日市場諏訪神社 55 名 三澤鑛一 77-5259 4 月例祭、宵祭、本祭・8 月夏祭りに参加 

七日市場コーラス 
月 2 回 第 2 第 4 金曜日

PM8:00～PM9:30 
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ- 

（多目的ホール） 
18 名 高橋美恵子 77-8507

みさとふれあいコンサート、春・夏祭り（バルー

ンアート）参加、ボランティア活動として公民館

の花壇の手入れ 他 

家庭婦人バレーボール 
(バレーボール) 

月 1～2 回練習 
PM7:30～PM9:30 小学校第二体育館 4 名 近藤加文 77-8559

リーグ戦 全 9 試合＆審判、ゆりの木杯、

三郷友好都市スポーツ交流会（予定）、新春

バレーボール大会 

ナイターソフトボール 
(ソフトボール) 

月 4～5 回 PM7:00～
PM9:30 4 月中旬～9 月下旬

文化公園グランド

小倉ｸﾞﾗﾝﾄﾞ 
23 名 斉藤洋二郎 77-8513

リーグ戦 全１7 試合,審判数試合（週に１

回程度）慰労会・忘年会など楽しい飲み会

もあります。（夏季スポーツ大会参戦） 

七卓同好会 

（卓球） 

毎月第 1 第 3 第 5（7 月・

9 月）金曜日 PM8:00～
PM9:00 

ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ- 2F 12 名 三澤 博 77-5294 親睦を図り健全なるスポーツとしての活動 

マレットゴルフ愛好会 大会（不定期）の参加 七日市場公園 15 名 松尾 栄 77-5346 公園の整備と清掃、暑気払い、忘年会あり 

ゴルフ同好会 年 4 回 4 月・6 月・8 月・10 月 豊科カントリークラブ他 24 名 大工原征則 77-5722 コンペ、市民ゴルフ大会反省会、懇親会 

ピンフクラブ 
年 12 回第 1 土曜日 

10：00～12：00 
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ- 7 名 三沢いちゑ 77-5297

認知症予防・頭の体操・ 
笑顔作り 

 
 

学びの輪 交流の輪 
会員募集 

例会情報 

芸
術
・
文
化
・
交
流

ス
ポ
ー
ツ
・
交
流
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「七日市場公民館ホームページ」へようこそ 

七日市場地区の皆さん、七日市場公民館にホームページがあるこ

とをご存知ですか？ 

 当公民館では 4 年前にホームページを開設し、各専門部の活動状

況などを紹介しています。また、公民館報「ふれあいなのかいち」

のカラー版を掲載するとともに、公民館報に連載の「七日市場の歴

史」については、初回から最新号までをすべて閲覧することができ

ます。 

 本年度のホームページは、各専門部の活動を画像とともにタイム

リーにお伝えするとともに、地区の皆さまからの投稿やコメントを

できるだけ多く掲載していく予定です。 

 ホームページへのアクセスや投稿は簡単です。パソコンやスマホ

で URL「http://nanokaichiba.wakwak.info/wordpress/」を直接入

力するか「安曇野市七日市場地区公民館ホームページ」を検索して

ください。ホームページを通じて「ふれあいなのかいち」を実践し

ていきましょう。《七日市場地区公民館ホームページ事務局》 

ふれあい なのかいち Vol.１６ No.１ 第４５号 ２０１７年７月１６日 

７ ふれあい なのかいち 



２０１７年７月１６日            ふれあい なのかいち         Vol.１６ No.１ 第４５号 

８ ふれあい なのかいち 

「
七
日
市
場
の
歴
史
（
第
四
十
回
）
」 

 
 

 

昭
和
後
期
の
七
日
市
場
⑤ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

曽
根
原 

孝
和 

 (

ご
み
焼
却
場
の
問
題
つ
づ
き
） 

反
対
運
動
活
発
に 

十
二
月
十
二
日
、
三
地
区
の
共

闘
会
議
は
、
建
設
予
定
地
堤
防
上
で
反
対
集
会
を
開
き

ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
反
対
者
は
堤
防
上
で
「
生
命
を

売
る
な
」
「
絶
対
阻
止
」
な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ

て
デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。 

年
を
越
し
た
五
十
二
年
一
月
二
十
八
日
、
建
設
省
千

曲
川
工
事
事
務
所
は
、
建
設
予
定
地
の
築
堤
工
事
を
始

め
よ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
三
地
区
共
闘
会
議
の

実
力
阻
止
に
あ
い
、
工
事
は
延
期
さ
れ
ま
し
た
。 

調
停
団
が
仲
介
に 

こ
の
よ
う
な
両
者
の
対
立
を

み
て
、
時
の
耳
塚
・
北
沢
両
県
会
議
員
と
上
條
豊
科
町

長
が
混
乱
を
打
開
し
よ
う
と
調
停
に
入
り
ま
し
た
。
調

停
の
内
容
は
「
西
部
ご
み
焼
却
場
の
建
設
と
切
り
離
し

て
、
築
堤
工
事
を
進
め
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
四
月
二

日
、
西
部
環
境
組
合
と
三
地
区
共
闘
会
議
の
間
で
協
定

書
が
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

堤
は
完
成
し
た
が 

調
停
に
よ
り
建
設
省
千
曲
川

事
務
所
は
、
四
月
三
十
日
築
堤
工
事
を
始
め
、
九
月
末

で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
調
停
団
の
仲
介
に
よ
り
西
部
環

境
組
合
と
三
地
区
の
共
闘
会
議
の
話
し
合
い
は
再
開

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
以
後
、
五
十
五
年
七
月
三
日

ま
で
、
六
回
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
両
者
の

見
解
は
平
行
線
で
進
展
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

こ
の
間
、
梓
川
花
見
地
区
に
適
当
な
場
所
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
が
、
隣
接
地
区

の
反
対
で
断
念
し
氷
室
地
区
に
戻
り
ま
し
た
。 

村
で
も
対
策
会
議
を 
村
で
は
五
十
六
年
四
月
二

十
日
、
三
郷
村
ご
み
対
策
研
究
会
議
を
発
足
さ
せ
、
ご

み
埋
設
地
の
期
限
切
れ
も
あ
り
、
収
集
ご
み
の
処
理
な

ど
の
打
開
策
の
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
村
内

で
も
上
長
尾
・
東
小
倉
・
楡
・
北
小
倉
な
ど
の
予
定
地

を
探
し
ま
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
六
十
三
年
一
月
、
ご

み
焼
却
場
の
問
題
は
終
息
し
ま
し
た
。 
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平
成
二
十
九
年
度
も
新
し
い
専
門
部
員
と
な
り
公

民
館
活
動
も
本
格
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

毎
年
の
事
で
す
が
公
民
館
報
「
ふ
れ
あ
い
・
な
の
か
い

ち
」
四
十
五
号
も
編
集
委
員
の
力
添
え
が
あ
り
無
事
に

発
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
新
規
に
編
集
委
員
に

な
ら
れ
た
各
専
門
部
の
方
々
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
い

つ
も
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
て
下
さ
る
皆
様
に
は
今
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
年
度
当
初
の
活
動
と
し
て
五
月
に
女
性
部
に

よ
る
「
女
性
学
級
」
、
六
月
に
は
体
育
部
の
「
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会
」
、
文
化
部
の
「
敬
老
会
」
な
ど
の
事

業
が
開
催
さ
れ
、
い
ず
れ
も
記
事
と
し
て
掲
載
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
公
民
館
の
活
動
の
広
報
と
し
て
公
民

館
報
が
お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

今
後
も
公
民
館
報
が
七
日
市
場
地
区
の
皆
様
に
親

し
ん
で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
編
集
委
員
一
同
、
頑

張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

主
事 

宮
坂 

編
集
後
記 

 

『三郷村誌』より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

夏祭り・盆踊り大会【2017 年 8 月 14 日】

ふれあい なのかいち Vol.１６ No.２ 第４６号 ２０１７年１０月１６日 

1 ふれあい なのかいち 

夏
祭
り
・
盆
踊
り
大
会 

七日市場地区公民館ホームページもご利用ください！！ 

http://nanokaichiba.wakwak.info/wordpress/ 

  

八
月
十
四
日
、
諏
訪
神
社
境
内
に
て
「
夏
祭
り
・
盆
踊

り
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
連
日
の
天
候
不
良
、
当

日
の
雨
の
予
報
で
開
催
で
き
る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
最

後
ま
で
予
定
通
り
行
う
こ
と
が
で
き
、
ほ
っ
と
い
た
し
ま

し
た
。 

暗
い
中
、
ラ
イ
ト
で
照
ら
さ
れ
た
境
内
で
の
祭
り
ば
や

し
、
金
魚
す
く
い
や
綿
あ
め
な
ど
、
参
加
さ
れ
た
方
は
夏

祭
り
の
雰
囲
気
を
十
分
に
感
じ
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

ま
た
、
事
前
に
行
わ
れ
た
「
盆
踊
り
講
習
会
」
に
参
加

さ
れ
た
子
供
さ
ん
も
一
緒
に
舞
台
の
上
で
踊
っ
て
く
れ
、

盆
踊
り
も
と
て
も
活
気
の
あ
る
華
や
か
な
も
の
に
な
り

ま
し
た
。 

 
お
祭
り
が
無
事
に
成
功
し
ま
し
た
の
は
、
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
団
体
、
三
役
、
部
員
の
皆
様
な
ど
、
多
く
の
方
々

の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

夏
祭
り
を
通
じ
て
、
季
節
を
感
じ
、
自
分
た
ち
の
住
む

郷
土
を
感
じ
、
人
と
の
繋
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
行

事
が
末
永
く
続
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

文
化
部
長 

林 

文
子
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「
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し
て
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
‐
四 

 

小
原 

隆
雄 

 
今
年
は
種
目
が
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

な
り
、
ル
ー
ル
や
ボ
ー
ル
の
形
が
変
わ
っ
て
、
最
初
は

戸
惑
い
ま
し
た
が
、
ボ
ー
ル
が
卵
形
で
床
か
ら
の
跳
ね

返
り
が
予
測
と
ず
れ
る
こ
と
も
あ
り
段
々
面
白
く
な

り
ま
し
た
。
役
員
の
方
の
注
意
も
あ
っ
て
、
ア
キ
レ
ス

腱
を
切
ら
な
い
よ
う
楽
し
ん
で
試
合
を
し
ま
し
た
。 

一
‐
四
組
は
動
き
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
で
四

試
合
を
勝
ち
抜
き
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
夕
方
か
ら
組
の
納
涼
会
が
あ
り
、
お

い
し
い
生
ビ
ー
ル
を
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

２ ふれあい なのかいち 

「
生
活
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
」 

 
 
 
 
 
 
 

二
‐
四 

 

逸
見 

直
則 

 

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
昨
年
と
同
様
の
安
曇
野

市
の
出
前
講
座
よ
り
『
成
年
後
見
制
度
』
に
つ
い

て
の
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。 

市
の
担
当
の
方
よ
り
、
昨
今
は
三
郷
地
区
で
も

高
齢
化
が
進
み
高
齢
者
が
一
人
暮
ら
し
の
家
庭

も
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、

成
年
後
見
制
度
を
十
分
に
活
用
し
大
切
な
財
産

を
守
り
、
今
の
生
活
水
準
を
維
持
す
る
制
度
だ
と

学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
手
続
き
も
簡
略
化
が

進
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
将
来
に
か

け
て
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

生活に役立つセミナー（生活産業部） 

【2017 年 9 月 10 日】 

軽スポーツ大会（体育部） 
【2017 年 7 月 16 日】 

【優勝 Ａチーム】

【準優勝 Ｂチーム】 
【第３位 Ｄチーム】

軽スポーツ大会の対戦結果 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

     

【体育部よりご連絡】 
夏季スポーツ大会の参加にあたり、ご協力いただきましたサークル活動の皆様及び、声かけで 
快く参加頂いた皆様には大変感謝いたします。なお、体育部事業におきましては「人集め」に大

変苦労しております。「やってみたら楽しかった」という声があります。ぜひ地域の皆様の参加

をお願いします。 
 
【公民館報第４５号の訂正】 

６ページ、サークル活動のご案内 ピンフクラブの例会欄 （誤）１０：００～１２：００ 
                            （正）１３：００～１６：００ 

ふれあい なのかいち ２０１７年１０月１６日 

３ ふれあい なのかいち 

夏
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
躍
動
！
（
八
月
二
十
日
）
参
加
サ
ー
ク
ル
紹
介 

「
七
日
市
場
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」 

代
表
（
三
‐
十
組
） 

齋
藤 

洋
二
郎 

① 

安
曇
野
市
三
郷
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
に
「
七
日
市
場
」

と
し
て
参
戦 

② 

三
郷
地
区
十
七
チ
ー
ム
に
よ
る
総
当
た
り
戦
に
て
順

位
を
決
定 

③ 

試
合
期
間
は
四
月
～
十
一
月
、
試
合
十
六
試
合
と
八

試
合
程
度
の
審
判
担
当 

④ 

「
参
加
資
格
」
三
郷
在
住
の
四
十
歳
以
上
の
男
性
と

十
八
歳
以
上
の
女
性 

⑤ 

現
在
の
登
録
選
手
は
二
十
三
名 

⑥ 

昨
年
成
績 

八
勝
七
敗
一
分 

十
位 

【
そ
の
他
】
四
月
：
開
幕
前
の
練
習
＆
飲
み
会 

六
月
：
飲
み
会
／
八
月
：
焼
肉
大
会
／
十
二
月
：
忘
年
会

※
加
入
者
絶
賛
募
集
中
！ 

「
三
郷
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
」 

 
 

 
 

 
 
 

（
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
） 

 
 
 
 
 
 

代
表
（
六
‐
一
組
） 

近
藤 

加
文 

☆
四
月
～
九
月 

 

リ
ー
グ
戦 

 

☆
月
一
回
～
二
回 

練
習 

☆
一
月 

 
 

 
 

新
春
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

☆
七
月 

 
 

 
 

ゆ
り
の
木
杯
参
加 

☆
年
二
回
程
度 

 

親
睦
会 

※
現
在
、
部
員
数
が
少
な
く
、
チ
ー
ム
編
成
が
難
し
い
為
、

一
日
市
場
の
チ
ー
ム
と
合
同
で
チ
ー
ム
編
成
し
て
い
ま

す
。 ぜ

ひ
、
新
規
の
入
部
を
募
集
し
ま
す
。
経
験
、
未
経
験

は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
楽
し
く
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

ソフトボール 

ソフト軍団 全員集合！ 

ソフトバレー 

Vol.１６ No.２ 第４６号 
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４ ふれあい なのかいち 

「
七
日
市
場
の
歴
史
（
第
四
十
一
回
）
」 

 
 

 

続 

昭
和
期
の
七
日
市
場
① 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

曽
根
原 

孝
和 

 

太
平
洋
戦
争
か
ら 
こ
の
頃
「
七
日
市
場
の
歴
史
を

学
ぶ
会
」
で
は
、
戦
争
か
ら
学
ぶ
を
テ
ー
マ
に
、
戦
没

者
の
事
実
を
基
に
学
習
し
ま
し
た
。
七
日
市
場
の
戦
没

者
は
、『
三
郷
村
誌
Ⅱ
』
等
か
ら
は
現
在
十
八
名
で
す
。

今
回
は
そ
の
内
の
四
名
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
一
名

の
宮
坂
靖
夫
さ
ん
は
、
第
二
十
四
回
（
第
二
十
九
号
）

に
記
し
ま
し
た
の
で
、
他
の
三
名
を
紹
介
し
ま
す
。
は

じ
め
に
丸
山
さ
ん
で
す
。 

比
島
で
の
丸
山
さ
ん 

二
十
三
歳
の
丸
山
峰
男
さ

ん
は
、
陸
軍
航
空
隊
の
気
象
部
に
属
し
、
三
重
県
か
ら

比
島
に
移
動
し
ま
し
た
。
昭
和
十
九
年
六
月
に
伊
勢
を

出
発
、
門
司
、
台
湾
を
経
て
七
月
マ
ニ
ラ
港
に
着
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
十
月
十
七
日
「
白
鹿
丸
」
（
八
一
五

二
総
ト
ン
）
に
、
丸
山
さ
ん
ら
気
象
部
約
一
六
五
人
を

含
む
、
約
三
千
八
百
人
が
乗
船
し
て
サ
イ
ゴ
ン
に
向
か

い
ま
し
た
。 

マ
ニ
ラ
が
空
襲
必
至
の
報
に
よ
り
、
九
隻
の
船
団
を

組
み
出
航
し
た
の
で
す
。
こ
の
時
は
、
す
で
に
制
海
・

制
空
権
と
も
に
敵
の
手
中
に
あ
り
、
船
団
は
敵
の
魚
雷

の
集
中
攻
撃
を
受
け
ま

し
た
。
「
白
鹿
丸
」
は
機

関
部
に
魚
雷
２
発
を
受

け
、
南
方
軍
気
象
部
は
一

三
名
即
死
。
そ
の
後
、
乗

組
員
は
ボ
ー
ト
、
い
か
だ

に
乗
り
避
難
を
し
ま
す

が
、
豪
雨
の
た
め
波
が
高

く
、
運
航
は
難
航
し
、
日

没
後
「
白
鹿
丸
」
は
沈
没
。

こ
の
時
の
生
存
者
は
二

三
人
で
、
気
象
部
は
三
名

と
言
わ
れ
ま
す
。
丸
山
さ

ん
は
こ
の
時
に
若
く
し
て
戦
没
さ
れ
ま
し
た
。 

家
へ
の
便
り
か
ら 

丸
山
さ
ん
は
長
男
で
、
三
人
の

弟
が
い
ま
し
た
。
三
人
宛
て
に
「
父
さ
ん
に
無
理
を
さ

せ
な
い
よ
う
に
働
く
こ
と
だ
ね
」
と
伝
え
、
次
弟
の
愛

人
さ
ん
宛
て
に
は
「
仕
事
と
同
時
に
勉
強
も
頑
張
っ
て
」

と
励
ま
し
て
い
ま
す
。
父
宛
て
に
は
「
夏
蚕
に
秋
蚕
に

忙
し
い
事
と
存
じ
ま
す
。
本
年
の
作
物
の
状
態
は
如
何

で
す
か
」
と
、
収
穫
を
気
遣
う
家
族
へ
の
思
い
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
三
重
を
発
つ
時
、
遺
髪
・
爪
を

送
っ
た
と
思
わ
れ
る
封
筒
が
あ
り
、
死
を
覚
悟
し
て
出

発
し
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。 
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最
近
の
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
、
政
治
家
の
不
祥
事

や
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
又
、
核
実
験
が
行
わ

れ
た
と
い
う
放
送
が
毎
日
の
よ
う
に
流
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
い
う
聞
き
慣
れ
な
い

言
葉
が
現
実
に
発
動
さ
れ
「
こ
れ
は
ど
う
言
う
事
が
お

き
て
い
る
の
か
」
と
目
を
疑
う
ば
か
り
で
す
。
平
和
ボ

ケ
を
し
て
い
る
と
一
部
の
評
論
家
が
言
っ
て
い
た
事

が
も
は
や
空
論
で
な
い
証
明
が
そ
ろ
そ
ろ
現
実
味
を

お
び
て
き
て
い
る
の
か
と
少
々
気
が
か
り
に
も
な
り

ま
す
。 

さ
て
、
公
民
館
報
も
発
行
か
ら
十
一
年
目
、
第
四
十

六
号
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
記
事
掲
載
に
ご
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
二

十
九
年
度
も
半
期
が
過
ぎ
、
各
専
門
部
の
事
業
も
無
事

に
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
後
半
の
行
事
日
程
に
う
つ
っ
て

い
き
ま
す
。 

十
月
に
は
市
民
運
動
会
、
十
一
月
に
は
女
性
学
級
と

人
権
講
習
会
、
十
二
月
は
し
め
縄
作
り
と
行
事
が
控
え

て
い
ま
す
。
皆
様
に
引
き
続
き
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

公
民
館
報
作
り
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

主
事 

宮
坂 

編
集
後
記 

 

白鹿丸 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

自
主
防
災
会
本
部
長 

平
林 

敬
史 

ふれあい なのかいち Vol.１６ No.３ 第４７号 ２０１８年２月１８日 

1 ふれあい なのかいち 

防
災
意
識
の
向
上
を 

七日市場地区公民館ホームページもご利用ください！！ 

       http://nanokaichiba.wakwak.info/wordpress/ 

  

昨
年
は
熊
本
地
震
、
鳥
取
西
部
地
震
が
発
生
し
、
本

年
は
大
型
台
風
等
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
で
、
九
州
を
は

じ
め
日
本
全
土
で
甚
大
な
被
害
が
出
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。 

こ
こ
安
曇
野
で
も
、
今
後
三
十
年
以
内
に
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
七
・
六
程
度
の
地
震
が
起
き
る
確
立
が
十
三
～
三

十
％
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

こ
の
た
め
、
七
日
市
場
で
は
九
月
三
十
日
に
「
防
災
に

関
す
る
出
前
講
座
」
を
、
そ
し
て
十
一
月
十
九
日
に
は

「
七
日
市
場
区
防
災
訓
練
」
を
実
施
し
、
隣
組
単
位
で

各
家
庭
の
人
員
等
を
把
握
す
る
た
め
の
「
安
否
確
認
票
」

を
作
成
す
る
な
ど
、
新
た
な
試
み
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

更
に
二
月
二
十
五
日
に
は
、
初
め
て
「
地
震
体
験
車
に

よ
る
体
験
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。 

皆
さ
ん
は
、
自
助
（
個
人
）
・
共
助
（
地
域
）
・
公
助

（
行
政
）
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。「
誰
か

が
何
と
か
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
受
身
の
考
え

は
改
め
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
す
る
。
そ
し

て
常
日
頃
か
ら
隣
近
所
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
り
、「
助
け
合
い
支
え
合
い
」
の
関
係
を
築
い

て
い
た
だ
き
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
進
ん
で
周
り

の
人
達
と
連
携
し
て
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
防
災
に
関

す
る
意
識
改
革
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
強
く
願
っ

て
い
ま
す
。 

七日市場区防災訓練 
【2017 年 11 月 19 日】
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「
し
め
縄
講
習
会
」 

 
 
 
 
 
 

五
‐
三 

 

逸
見 

麻
紀 

 

今
回
、
初
め
て
し
め
縄
講
習
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大
勢
の
方
が
参
加

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

い
ざ
作
り
始
め
る
と
、
簡
単
そ
う
に
見
え
て
な

か
な
か
難
し
く
、
講
師
の
方
や
上
手
な
方
に
手
伝

っ
て
も
ら
い
な
が
ら
何
と
か
形
に
な
り
ま
し
た
。

 

講
習
会
資
料
に
よ
り
ま
す
と
、「
し
め
飾
り
」
は

各
地
で
少
し
ず
つ
違
い
が
あ
り
、
昔
は
正
月
の
用

２ ふれあい なのかいち 

「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」 

 
 
 
 
 

 

三
‐
十 

 

五
十
嵐 

ひ
ろ
子 

 

綺
麗
な
花
に
出
会
え
る
楽
し
さ
で
参
加
し
ま

し
た
。
花
の
茎
や
リ
ボ
ン
に
ワ
イ
ヤ
ー
を
つ
け
、

オ
ア
シ
ス
に
刺
す
為
の
軸
作
り
が
中
心
で
、
手
先

の
器
用
さ
と
先
生
の
話
を
よ
く
聞
く
事
が
要
求

さ
れ
、
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
た
脳
が
急
に
空
回
り
し

な
が
ら
動
き
出
し
ま
し
た
。
完
成
す
る
と
大
輪
の

赤
い
バ
ラ
と
優
し
げ
な
淡
い
花
が
可
愛
く
、
心
が

和
み
ま
す
。
一
人
で
は
中
々
作
れ
な
い
物
が
、
教

室
の
お
陰
で
楽
し
く
作
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

機
会
が
あ
っ
た
ら
又
、
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

プリザーブド・フラワー教室（女性部） 

【2017 年 11 月 5 日】 

 

意
と
し
て
す
す
払
い
、
し
め
縄
作
り
、
餅
つ
き
、

正
月
料
理
な
ど
家
族
全
員
で
年
神
様
を
迎
え
る
準

備
を
し
た
そ
う
で
す
。 

 

今
の
時
代
で
は
「
し
め
縄
」
も
買
え
ば
簡
単
に

用
意
で
き
ま
す
が
、
手
作
り
す
る
こ
と
で
「
も
う

す
ぐ
新
年
を
迎
え
る
の
だ
な
」
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
地
区
の
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る

こ
の
よ
う
な
行
事
が
続
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。 

しめ縄講習会（生活産業部） 

【2017 年 12 月 10 日】 
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笑
顔
咲
く
、
三
九
郎 

三
郷
小
学
校 

六
年
二
組 

丸
山 

莉
央

３ ふれあい なのかいち 

「
熱
い
！
」 

私
は
そ
う
思
い
な
が
ら
や
ぐ

ら
に
火
を
つ
け
た
。
バ
チ
バ
チ
と
松
が
燃
え
、

だ
る
ま
や
習
字
も
燃
え
て
い
く
。
や
ぐ
ら
の
火

が
お
さ
ま
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
ま
ゆ
玉
を
焼

き
始
め
た
。
焼
き
た
て
の
ま
ゆ
玉
は
、
も
ち
も

ち
し
て
い
て
、
ほ
ん
の
り
甘
く
て
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
。
ま
ゆ
玉
の
あ
と
に
焼
い
た
マ
シ
ュ

マ
ロ
は
少
し
こ
げ
て
し
ま
っ
た
り
し
た
け
れ

ど
、
と
て
も
お
い
し
く
で
き
あ
が
っ
た
。
地
区

長
と
し
て
、
三
九
郎
が
無
事
に
お
わ
り
、
本
当

に
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。 

安
曇
野
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
に
基
づ
き

人
権
教
育
指
導
員
の
曽
根
原
先
生
よ
り
『
思
い
や
り

を
考
え
る
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
演
題
」
は
次
の
三
題
で
す
。 

一
、
こ
の
ご
ろ
の
出
来
事
か
ら
。 

二
、
哲
学
者
、
務
台
理
先
生
の
考
え
、
生
き
方
、
言

葉
か
ら
。（
務
台
先
生
は
野
沢
に
生
ま
れ
、
三
郷

小
中
学
校
の
校
歌
の
作
詞
者
で
す
） 

三
、
八
木
重
吉
、
金
子
み
す
ゞ
の
詩
に
表
さ
れ
た
こ

こ
ろ
か
ら
。 

多
く
の
方
々
の
参
加
で
真
剣
に
「
人
権
」
に
向
き

合
え
る
貴
重
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
感
想
】 

・ 

こ
の
時
代
で
も
、
面
識
の
な
い
人
間
に
対
し
て
親

切
に
接
し
て
く
れ
る
人
も
い
る
の
だ
な
と
思
っ

た
。
（
田
舎
な
の
か
、
そ
の
人
の
人
間
性
な
の
か
） 

・ 

「
人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
」
と
よ
く
言

い
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
で
自
分
一
人
が
幸
せ
で

も
何
も
良
い
こ
と
は
な
く
、
相
手
も
幸
せ
で
あ
る

こ
と
が
大
切
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
私
の
普
段
の

生
活
を
見
直
し
て
み
て
、
反
省
す
る
点
が
あ
り
ま

し
た
。 

・ 

講
演
を
聞
き
、
三
郷
小
中
学
校
の
校
歌
が
心
に
響

く
理
由
が
分
か
り
ま
し
た
。 

・ 

小
中
学
校
の
時
の
校
歌
を
と
て
も
懐
か
し
く
、
い

い
詩
な
の
で
思
い
出
し
ま
し
た
。 

・ 

八
木
重
吉
、
金
子
み
す
ゞ
の
詩
は
短
命
ゆ
え
に
心

に
訴
え
か
け
る
も
の
が
あ
る
と
感
じ
た
。 

・ 

せ
っ
か
く
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
家
で
調

べ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

『
人
権
』
を
考
え
る
講
演
会
開
催 

人
権
教
育
推
進
委
員 

三
澤 

祐
司 

三九郎（育成会） 

【2018 年 1 月 7 日】

人権講演会（総務） 

【2017 年 11 月 19 日】 
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「
七
日
市
場
の
歴
史
（
第
四
十
二
回
）
」 
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昭
和
期
の
七
日
市
場
③ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

曽
根
原 

孝
和 

 

「
戦
争
か
ら
学
ぶ
」
の
二
回
目
で
す
。 

航
空
科
に
入
る
萩
原
さ
ん 

萩
原
國
治
さ
ん
は
、
昭

和
十
一
年
三
月
長
野
県
蚕
業
試
験
場
松
本
支
場
を
卒

業
し
て
、
同
支
場
で
後
輩
を
熱
心
に
指
導
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
二
十
二
歳
の
昭
和
十
五
年
一
月
横
須
賀

海
兵
団
の
航
空
科
に
志
願
し
て
入
り
ま
し
た
。
航
空
科

に
入
っ
て
十
カ
月
程
の
十
一
月
二
十
日
、
兄
龍
弥
さ
ん

宛
て
に
次
の
葉
書
を
出
し
て
い
ま
す
。
（
要
旨
） 

・ 

激
励
の
手
紙
有
難
く
拝
見
。 

・ 

軍
人
と
し
て
立
志
し
た
の
で
、
如
何
な
る
困
難
に

も
打
勝
っ
て
、
初
志
貫
徹
に
邁
進
す
る
覚
悟
。 

・ 

兄
弟
三
人
の
分
ま
で
の
責
任
は
大
。
兄
上
の
御
恩

に
報
い
る
唯
一
の
チ
ャ
ン
ス
。 

・ 

身
は
如
何
に
海
底
の
藻
屑
と
化
し
て
も
大
君
の

為
な
ら
ば
最
大
の
名
誉
、
喜
び
勇
ん
で
働
け
る
。 

・ 

順
調
に
い
け
ば
神
様
と
し
て
九
段
の
花
と
も
咲

く
こ
と
が
出
来
る
。 

・ 

あ
ゝ
我
最
大
の
幸
福
な
り
。
（
後
略
） 

き
ち
ん
と
し
た
字
で
書
か
れ
た
葉
書
か
ら
、
萩
原
さ

ん
が
軍
人
と
し
て
志
し
、
覚
悟
を
も
っ
て
真
剣
に
日
々

の
訓
練
に
取

り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
伺

え
ま
す
。「
海

底
の
藻
屑
と

化
し
て
も
大

君
の
為
な
ら

最
大
の
名
誉
、

喜
び
勇
ん
で

働
け
る
」
と

も
あ
り
、
戦

い
に
向
か
う

若
い
純
粋
な
気
持
ち
に
打
た
れ
ま
す
。 

千
島
列
島
で
戦
死
を 

萩
原
さ
ん
は
、
十
七
年
に
千

島
列
島
に
移
動
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
自
分
が
操
縦
す

る
飛
行
機
で
、
生
家
や
豊
科
（
細
萱
）
に
あ
る
母
親
の

実
家
等
の
上
空
を
旋
回
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
戦
地
へ

の
気
持
ち
で
家
族
等
に
別
れ
を
告
げ
た
の
で
す
。
そ
し

て
、
十
九
年
八
月
二
日
二
十
六
歳
で
戦
死
し
ま
す
。
戦

死
の
詳
し
い
場
所
や
様
子
は
不
明
で
、
二
十
一
年
二
月

に
届
い
た
白
木
の
箱
に
は
、
英
霊
と
だ
け
が
記
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

学
習
会
で
資
料
や
写
真
を
使
っ
て
説
明
さ
れ
た
甥

の
秀
彌
さ
ん
が
、
「
き
ょ
う
は
い
い
供
養
の
場
に
も
な

り
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
心
に
し
み
ま
し
た
。 
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日
本
は
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
そ
の
時
々
の

季
節
の
移
る
変
わ
り
が
魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
が
、
冬

の
寒
さ
が
苦
手
な
私
に
と
っ
て
、
こ
の
時
期
は
早
く
通

り
過
ぎ
て
ほ
し
い
も
の
だ
と
願
っ
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。 

さ
て
、
平
成
二
十
九
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
二
ケ
月
足

ら
ず
と
な
り
ま
し
た
。
公
民
館
活
動
も
本
年
度
の
各
部

の
行
事
が
ほ
ぼ
終
了
し
多
く
の
方
々
の
参
加
、
ご
協
力

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

公
民
館
役
員
に
な
っ
て
二
年
間
、
多
く
の
行
事
に
携

わ
り
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
く
過
ご

す
ご
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
「
ふ
れ
あ
い
・
な
の
か

い
ち
」
も
公
民
館
活
動
の
情
報
の
一
環
と
し
て
発
信
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
よ
り
良
い
館
報
作
り
に

編
集
委
員
一
同
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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